
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○授業力向上を目指した校内研究(国語
科)及び校内研修の充実

○アンケートで、「根拠をもとに考え、表
現する活動の設定」の項目が肯定的評
価80％

・お互いの授業を自由に見に行くことが
できる「見てみてウィーク」を設定する。ま
た、研究授業は、全学年グループで参観
し情報を共有する。
・学力調査の結果等を分析し、各学年の
実態に応じた効果的な実践を通して、児
童の主体的な学びを推進する。

B

・研究授業を全学年グループで参観し、成果や課題など
の情報を共有することができた。１０月の「見て見て
ウィーク」に向けて、見せてほしい授業、得意な授業、相
談したいことなどを職員間で共有したい。
・全職員で調査結果の分析を行い、課題や今後の取り
組みについて共通理解をした。また、各学年で授業改
善、家庭学習の在り方について話し合い、2学期以降に
実践することを確認したり、保護者との共通理解のため
に文書を配布したりした。

A

・アンケートで「根拠をもとに考え、表現する活動の設定」の
項目は、肯定的評価が86％であった。11月の「見て見て
ウィーク」では、全教諭が授業公開または、授業参観をし、
自己の指導力向上に活かすことができた。
・授業力の向上を目指して、全職員で共通理解したことを
基に、協働的な学びを多く取り入れた実践を行った。その
結果、主体的に学ぼうとする児童が増加した。更なる学力
の向上を図るために、各家庭との連携を促進し、意欲を高
めたり、学習方法を工夫したりできるようにしていきたい。

A

・目的をもたせた表現活動の取り組みは評価できる。お互
いの授業を見せ合うことで指導力向上につながる。指導力
の向上は、児童の意欲向上にもつながるため今後も大切
にしてほしい。
・家庭との連携も学力の定着を図る上で重要。但し、家庭に
よってはデリケートな部分であり、家庭を支えるための地域
との連携も必要。
・児童センターの在り方の見直しがあり、学習できる場の提
供を今後考えている。

学力向上対策コーディネーター
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○アンケートで、思いやりの項目の肯定
的評価が90％以上

・「進んであいさつで心ひらき」「はきもの
そろえで心そろえ」「むごんそうじで心み
がき」を年間の重点項目として取り組む。 A

児童アンケート、「相手のことを考えた、思いやりのある
言葉づかいや行動」の質問に対し、肯定的に回答した
児童が90％以上であった。また、学級、学年集会、全校
放送等で「あいさつ」「はきものそろえ」「無言掃除」を進
んで取り組んでいる児童、思いやりのある行動をしてい
る児童を褒めている。引き続き、全職員で取り組みた
い。

A

・児童アンケート、「相手のことを考えた、思いやりのあ
る言葉づかいや行動」に関して、肯定的に回答した児童
が90％であった。日常的に、「あいさつ」や「はきものそ
ろえ」、「無言掃除」や「思いやりのある行動」をしている
児童を紹介しており、その取組みが児童のやる気につ
ながり、良い行動が多くの児童に広がっているものと考
える。

A

・個性を大切にしたり、間違いを正したりするなど、一人一
人の失敗を改め学べる環境を今後も継続していってほし
い。
・校内放送を利用し、週１回の「あいさつ」「落とし物届」「よ
いこと」を紹介することは、非常に効果的。今後も継続をし
てほしい。

道徳教育推進教師
道徳担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○心のアンケートで「学校が楽しい」と回
答する児童を90％以上

・Q-Uの結果を踏まえて、学級や個人の
現状把握と課題の分析に努め状況に応
じた手立てをとる。
・事案に対する「即報告即日対応」

A

・心のアンケートで、「学校が楽しい」に肯定的な回答の
児童は毎月９５％以上。
・6月のQ-Uの結果について、夏期休業中の研修会で現
状把握と今後の手立てを話し合い、2学期以降実施する
予定。
・事案に対して即報告即日対応ができていた。 A

・心のアンケートで、「学校が楽しい」に肯定的な回答の
児童は毎月94％以上。
・Q-Uの結果について、夏期休業中の研修会で現状把
握と今後の手立てを話し合い、2学期以降実践した。１１
月のQ-Uではその成果が見られた。
・事案に対して即報告即日対応ができた。 A

・「楽しい」と答えた児童以外の児童に目を向け、丁寧に対
応し励ましていってほしい。
・いじめに対して細やかな対応は必要だが、先生への依存
があまりにも高くなっているように感じる。
・「楽しい」＝「いじめがない」ではない。アンテナを張りさま
ざまな機関や地域との連携を大切にしてほしい。
・即日対応は非常に大切。対応は双方からだけでなく第三
者の情報も集めることで、事実把握を大切にしたい。
・自殺増が知らされている。いじめの早期対応をお願いした
い。

生徒指導担当
教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

○学校教育目標が言える児童９０％
●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・学校教育目標を、教師も児童もたえず
意識して、それぞれの教育活動を行う。
・善行児童に対しては、きちんと褒めるこ
とを全職員で取り組む。
・総合的な学習の授業でキャリア教育を
取り入れた学習に取り組む。（４，５，６
年）

A

・学校教育目標を意識した活動ができている。具体的に
児童と共有した目標をつくり上げ2学期以降の実践につ
なげる。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
に肯定的な答した児童は90％。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回
答をした児童は83％である。２学期以降、6年生はわた
しの夢（佐賀新聞に掲載）や4、5年生は総合学習で仕
事について調べたり、10才のつどいで将来について考
える授業を行ったりしていく。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
は89％が肯定的な回答であった。頑張っている児童を
定期的に放送したり、学級では児童への前向きな声か
けを今後も意識していく。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回
答をした児童は81％とやや低下した。仕事について調
べ学習を行う中で、迷ったり、まだ決められない児童も
いたりするため、継続して取り組んでいく必要がある。

A

・自己肯定感を高めることが、苦難を乗り越える力となる。
日常的に素晴らしい児童の姿を他児童へ紹介することやそ
の行動を認め振り返りをすることで自己肯定感を高めること
になり他児童への広がりにもなっていると思える。今後も継
続を望む。
・キャリア教育は日常のどの学年にもきっかけとなる場があ
り、その都度、意識付けさせていくとよい。将来の夢や目標
は、年齢が上がるにつれ現実的となり真剣に考えるように
なったことで回答の低下が見られたと考える。

総合担当
４，５，６年担任

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」

●「望ましい生活習慣の形成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が1週間で420分以上の児童生徒６
０％以上
○元気カードの取り組みができている児
童80％以上

・県教委主催のスポーツチャレンジに積
極的に参加し、子どもの体力向上と心身
の成長を促す。
・育友会と連携し、「早寝早起き朝ご飯」
や「みかつきルール（ネットルール）」の推
進を行う。

B

・「１日１時間以上、体を動かしていますか」に対し、「よく
あてはまる」「だいたいあてはまる」と回答した児童は８
３％であった。現状を維持しつつ、残る１７％の児童の運
動に対する意欲向上のために今後の手立てを話し合
い、２学期以降実施していく予定。
・元気カードの取組で、朝ごはんを毎日食べて登校して
いる児童は９５％であった。また、各学年の目標の就寝
時刻に眠れたと回答した児童は７３．５％であった。家庭
への啓発と保健指導を継続して行っていく。

A

・運動が苦手な児童も運動に親しみ、体を動かすことを
目的にスポーツチャレンジに参加したことで、楽しく運動
に取り組む児童が増えてきた。上位入賞した学級もあ
り、スポーツチャレンジに対する意欲が向上した。
・2学期の元気カードの取組で、朝ごはんを毎日食べて
登校している児童は97％であった。今後も家庭への啓
発と保健指導を継続して行い、早寝早起き朝ごはんの
習慣の推進を行っていく。

A

・社会体育の指導の場では、体を動かすためには朝ご飯が大切
だと伝えている。行動の目的があれば、習慣も変わる。必要性か
ら学ばせることも大事だと考える。
・朝食をとらない園児の午前中の様子は、「ゴロゴロしている」「か
んしゃくを起こす」という行動をとることが多い。
・地域での様子を見ると、親が朝食をとらないため作らない。その
ため、子どもには、食べるなら自分で準備するように伝えていると
いう家庭もある。自ら栄養のバランスを考えて食事をとる指導が必
要だと感じる。また、食事をとらない子が食事をとる子に対して妬
みをもち、そのことがいじめにつながることもあるのでないかと心
配する。

体育主任
生徒指導担当
保健指導担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・新校時表の導入、成績２期制より、課
後の時間を確保し、教職員の心身の安
定に努める。

A

・昨年度から導入した校時表により、超過勤務時間は1
学期時点で月平均36時間に抑えられている。昨年度と
比較してもほぼ同じ時間で維持している。

A

・超過勤務時間が月45時間を超えている職員は７名で全体の
85％の職員は45時間未満に抑えることができた。新校時表の
導入の効果が大きいと考えられる。
・成績２期制は、教師、保護者ともに根付いた。行事の精選、
会議の精選については、引き続き検討を行い、先生方が心身
ともに健康で教育活動に当たることができるよう環境を整えた
い。

A

・ICTを利活用し、伝達方法を工夫することで、会議を減らし働く時
間を生み出す。また、仕事に優先順位をつけることも大切である。
持ち帰りの仕事量も減らすことで健康維持に留意してほしい。
・働き方改革により電話対応時間に制限があるが、保護者とのつ
ながりは大切にし、連絡帳や手紙等、時間外での連絡が難しいと
きの工夫をしてほしい。保護者とのつながりを密にすることで余計
なトラブルを減らし、そのことが働き方の改善にもつながるはずで
ある。
・先生方の顔が見える取り組みをしてほしい。

教頭

●特別支援教育の充実

○個別に支援が必要な児童に対する支
援方法の検討、実施、評価

○個に応じた支援を心がけた教員が
90％以上

・全職員で対象児童の情報を整理、共有
し、支援方法の検討を行う。
‣個別の支援を基盤とした通常学級での
支援方法を校内で研修し、共通実践化を
図る。
・児童の将来の自立に向けて、保護者や
関係機関と連携し、より良い進路支援を
行う。

B

・教師アンケート「個に応じた支援を心掛けることができた教
職員」で肯定的な回答は100％であった。
・対象児童について、実態および現在行っている支援につい
て学年間で情報を共有した。
・夏期休業中に講師を招き職員研修を行い、支援方法につい
て研修した。ほとんどの職員が参加し、共通実践への共通理
解ができた。
・個人懇談や特別支援コーディネーターの保護者面談を実施
し、巡回相談や医療機関や小城市子ども支援センターと連携
しながら、個に応じた進路支援を行っている。

A

・教師アンケート「個に応じた支援」に関しては、100％の教職
員が「支援できている」と回答をした。
・対象児童の実態や支援を整理することで、今後の支援の検
討に生かすことができた。また、担任と支援員が支援の在り
方を打ち合わせする場を設け、話し合うことができた。
・必要に応じて、巡回相談を利用したり、特別支援コーディ
ネーターと保護者との面談を行い、児童の支援について話し
合うことができた。進路の検討時期が遅れたケースがあった
ので、学年部会や校内支援員会で、早めに情報収集し進路
支援を行っていきたい。

A

・特性のある児童にとっては、変更が苦手であるため、学年
や担任が変わる際の引き継ぎを大切にしてほしい。
・必要に応じて、外部機関との連携を図り、指導方法の指
導や引き継ぎを受けて細やかな指導を心がけてほしい。
・特別支援学級数増に伴い、計画的に教室の利用を考えて
いってほしい。１教室を区切った教室の使い方は、特性に
対してより配慮が必要だと感じる。

特別支援教育コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携

○社会体育や育友会、学校評議員との
関係構築を図る。

○「子どものよいところを学校が認めてい
る」と回答する保護者が８０％以上。

・社会体育等での子どものがんばりを地
域に周知するとともに、関係者との関係
を築く。 A

・月１回発行している「学校だより」で、校長室
での表彰を含め、社会体育等における子ども
たちの頑張りを紹介し、各家庭及び関係機関
等、地域へ発信している。

A
・ほめほめカードや学校だより等により、「子どもの
よいところを学校が認めている」に「よくあてはま
る」「だいたい当てはまる」と回答した保護者が９
６％であった。

A
・「子どものよいところを学校が認めている」について、非常に高い
回答結果が出ていて、学校の取り組みに対しての一定の評価が
なされている表れだと思う。今後も、学校と保護者が協力しながら
取り組みを継続してほしい。

校長

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 小城市立三日月小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・指導力向上を目指し、校内研の授業グループ（各学年・特別支援）を中心に、協力しながら授業づくりを行った。また、「見てみてウィーク」では、全教員が授業公開または授業参観を行い指導力向上につなげた。次年度は小城市研究大会に向け全職員で取り組む風土が醸成された。
・生徒指導案件について即報告即日対応ができたが、保護者との情報共有において時間差が起こったことで、事案を長引かせてしまうことがあった。保護者だけでなく職員間も含めて情報共有を確実に行い組織で取り組むことを徹底していく。
・特別支援学級入級、編入について、今年度ギリギリの対応となった。そこで、次年度に向け、前年度から対応していく流れを作成した。今後、円滑に校内支援委員会へ結びつける計画表の確立を図り進路支援を行っていく。
・「よいところを認めている」ということに対して、児童も保護者も肯定的である。今後も継続して自己肯定感を高め、安全・安心な環境を作っていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校教育目標「ともに　なかよく　かしこく　たくましく～元気！笑顔！三日月サイコー！～」を、教師も児童もたえず意識して、それぞれの教育活動を行うことができた。

・いじめについては、今年度も「心のアンケート」や「教育相談週間」等を有効に活用し、積極的に認知を行い、いじめの件数は昨年度より減った。小さな芽を摘んだことで大きな事案に発展することもなかった。次年度も、いじめの早期発見・早期対応に努めるとともに、「心の教育」も充実させたい。

・学力向上については、校内研究をとおして全職員が同じ意識をもち取り組むことができた。しかし、全国学習状況調査の結果からは、家庭での学習時間の課題も見えた。次年度は、家庭学習も含め、さらなる学力向上を目指す。

・教職員の働き方改革の推進については、今年度、校時表の見直しを行ったことで、超過勤務時間が昨年度より大きく減った。これまで効果のあった成績２期制、交換授業、会議回数や時間の削減等の取組は次年度も続けるとともに、授業時数の再検討等、次年度に向けて検討を重ねているところである。

２　学校教育目標
ともに　なかよく　かしこく　たくましく

～元気！笑顔！三日月サイコー！【ともに誇れる学校】～

３　本年度の重点目標

①安全・安心な環境づくりに取り組む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②確かな学力、豊かな心、健やかな身体を育むための指導法・指導体制の充実を図る。

③特別支援教育の視点をベースとした個への支援と集団支援を融合させる。　　　　　　　　　　　　④新校時表導入による質の高い教育活動と教職員の業務改善を推進する。

⑤学校教育目標、学年・学級目標の一貫性を形成させ、学年グループによる協働体制を推進する。


